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(57)【要約】
電動ごみ圧縮機および容器を制御するためのシステム、
方法、およびコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。本
システムは、最初に、ネットワークを介してシステムと
通信するように構成された貯蔵容器と関連付けられたデ
ータを受信し、データは、貯蔵容器によって伝送された
情報を記憶するサーバから受信され、貯蔵容器は、貯蔵
容器によって果たされる動作機能に電力供給するための
エネルギー貯蔵部を有する。次いで、本システムは、貯
蔵容器の動作機能と関連付けられた貯蔵容器のパラメー
タを識別し、貯蔵容器の修正された動作をもたらすよう
に、貯蔵容器と関連付けられたデータに基づいてパラメ
ータを修正するための信号を貯蔵容器に伝送する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して遠隔制御デバイスと通信するように構成された貯蔵容器と関連付
けられたデータを、前記遠隔制御デバイスを介して受信することであって、前記データは
、前記貯蔵容器によって伝送される情報を記憶するサーバから受信され、前記貯蔵容器は
、前記貯蔵容器によって果たされる動作機能に電力供給するためのエネルギー貯蔵部を有
する、ことと、
　前記貯蔵容器の動作機能と関連付けられた前記貯蔵容器のパラメータを識別することと
、
　前記貯蔵容器の修正された動作をもたらすように、前記貯蔵容器と関連付けられた前記
データに基づいて前記パラメータを修正するために、前記遠隔制御デバイスから前記貯蔵
容器に信号を伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記貯蔵容器は、ソーラー式圧縮機を備え、前記動作機能は、内容物を圧縮することを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記動作機能は、内容物を圧縮すること、前記貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、前記遠隔制御デバイスと通信すること、前記サー
バと通信すること、前記貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度
情報を収集すること、センサを作動させること、電流を測定すること、前記貯蔵容器中の
物品の移動を検出すること、バッテリを試験すること、および広告ディスプレイに電力供
給することの中から少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記パラメータは、圧縮タイミング、エネルギー使用量、センサ作動のタイミング、所
望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、コマンド、状態更新、エネルギー設定、動
作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定、動作電流、および圧縮トリガの中から少
なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記修正された動作は、修正された圧縮スケジュール、修正された圧縮閾値、修正され
た電力モード、修正された容量、および修正された感知タイミングの中から少なくとも１
つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記パラメータは、前記データ、ユーザ入力、気象条件、収集スケジュール、関連収集
経路、交通条件、収集車の近接性、時間、日付、場所、容量、充満状態、収集間の経過時
間、圧縮間の経過時間、使用条件、エネルギー使用量、バッテリ条件、統計、物体の検出
された移動、業界基準、履歴データ、予測データ、収集動向、業界標準、リアルタイム情
報、およびユーザ選好の中から少なくとも１つに基づいて修正される、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　前記データは、感知データ、統計、動作条件、デバイス特性、充満状態、デバイス状態
、事象についてのデータ、測定値、動作についてのデータ、ログ、警告、値、リアルタイ
ム情報、および診断の中から少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザに提示するために、前記データを前記ユーザと関連付けられるデバイスに伝送す
ることと、
　前記ユーザと関連付けられる前記デバイスから、前記貯蔵容器の前記パラメータを修正
する命令を受信することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
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　貯蔵容器を介して、前記貯蔵容器と関連付けられたデータをサーバに伝送することであ
って、前記貯蔵容器は、前記貯蔵容器によって果たされる動作機能に電力供給するための
エネルギー貯蔵部を有する、ことと、
　前記貯蔵容器と関連付けられた前記データに基づいて、前記貯蔵容器のパラメータを修
正するための信号を前記貯蔵容器で受信することであって、前記パラメータは、前記貯蔵
容器の前記動作機能と関連付けられ、前記信号は、ネットワークを介して遠隔制御デバイ
スから受信される、ことと、
　前記貯蔵容器の修正された動作をもたらすように、前記信号に従って前記貯蔵容器の前
記パラメータを修正することと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記データは、感知データ、統計、動作条件、デバイス特性、充満状態、デバイス状態
、事象についてのデータ、測定値、動作についてのデータ、ログ、警告、値、リアルタイ
ム情報、および診断の中から少なくとも１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記貯蔵容器は、ソーラー式圧縮機を備え、前記動作機能は、内容物を圧縮することを
含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記動作機能は、内容物を圧縮すること、前記貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、前記遠隔制御デバイスと通信すること、前記サー
バと通信すること、前記貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度
情報を収集すること、センサを作動させること、電流を測定すること、前記貯蔵容器中の
物品の移動を検出すること、バッテリを試験すること、および広告ディスプレイに電力供
給することの中から少なくとも１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記パラメータは、圧縮タイミング、エネルギー使用量、センサ作動のタイミング、所
望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、コマンド、状態更新、エネルギー設定、動
作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定、動作電流、および圧縮トリガの中から少
なくとも１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記修正された動作は、修正された圧縮スケジュール、修正された圧縮閾値、修正され
た電力モード、修正された容量、および修正された感知タイミングの中から少なくとも１
つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　容器であって、前記容器は、
　プロセッサと、
　前記容器によって果たされる動作機能に電力供給するためのエネルギー貯蔵部と、
　ネットワークを介して情報を別のデバイスに伝送するための伝送器と、
　前記ネットワークを介して前記容器に伝送される情報を受信するための受信器と、
　前記容器と関連付けられる状態を感知するためのセンサと、
　内容物品を貯蔵するための貯蔵部と、
　コンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記コンピュータ読み取り可能な記憶
媒体は、その中に記憶された命令を有し、前記命令は、前記プロセッサによって実行され
ると、前記プロセッサに、
　　前記容器と関連付けられた情報をサーバに伝送することと、
　　前記容器と関連付けられた前記情報に基づいて、前記容器のパラメータを修正するた
めの信号を受信することであって、前記パラメータは、前記容器の動作機能と関連付けら
れ、前記信号は、前記ネットワーク上で遠隔制御デバイスから受信される、ことと、
　　前記容器の修正された動作をもたらすように、前記信号に従って前記容器の前記パラ
メータを修正することと
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　を含む方法を行わせる、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体と
　を備える、容器。
【請求項１６】
　モータと、近接センサ、ソーナベースのセンサ、フォトアイセンサ、エンコーダセンサ
、ドアセンサ、ホール効果センサ、カメラ、赤外線センサ、ディスプレイ、発光ダイオー
ド、バッテリ、プリント回路基板、およびアンテナの中から少なくとも１つとをさらに備
え、前記容器は、ソーラー式圧縮機を備え、前記動作機能は、内容物を圧縮することを含
む、請求項１５に記載の容器。
【請求項１７】
　前記動作機能は、内容物を圧縮すること、前記貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、前記遠隔制御デバイスと通信すること、前記サー
バと通信すること、前記貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度
情報を収集すること、センサを作動させること、電流を測定すること、前記貯蔵容器中の
物品の移動を検出すること、バッテリを試験すること、および広告ディスプレイに電力供
給することの中から少なくとも１つを含み、前記パラメータは、圧縮タイミング、エネル
ギー使用量、センサ作動のタイミング、所望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、
コマンド、状態更新、エネルギー設定、動作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定
、動作電流、および圧縮トリガの中から少なくとも１つを含む、請求項１５に記載の容器
。
【請求項１８】
　遠隔制御デバイスであって、前記遠隔制御デバイスは、
　プロセッサと、
　ネットワークを介して情報を別のデバイスに伝送するための伝送器と、
　前記ネットワークを介して前記遠隔制御デバイスに伝送される情報を受信するための受
信器と、
　コンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記コンピュータ読み取り可能な記憶
媒体は、その中に記憶された命令を有し、前記命令は、前記プロセッサによって実行され
ると、前記プロセッサに、
　　ネットワークを介して、前記遠隔制御デバイスと通信するように構成された貯蔵容器
と関連付けられたデータを受信することであって、前記データは、前記貯蔵容器によって
伝送された情報を記憶するサーバから受信され、前記貯蔵容器は、前記貯蔵容器によって
果たされる動作機能に電力供給するためのエネルギー貯蔵部を有する、ことと、
　　前記貯蔵容器の動作機能と関連付けられた前記貯蔵容器のパラメータを識別すること
と、
　　前記貯蔵容器の修正された動作をもたらすように、前記貯蔵容器と関連付けられた前
記データに基づいて前記パラメータを修正するために、前記貯蔵容器に信号を伝送するこ
とと
　を含む方法を行わせる、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体と
　を備える、遠隔制御デバイス。
【請求項１９】
　前記動作機能は、内容物を圧縮すること、前記貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、前記遠隔制御デバイスと通信すること、前記サー
バと通信すること、前記貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度
情報を収集すること、センサを作動させること、電流を測定すること、前記貯蔵容器中の
物品の移動を検出すること、バッテリを試験すること、および広告ディスプレイに電力供
給することの中から少なくとも１つを含み、前記パラメータは、圧縮タイミング、エネル
ギー使用量、センサ作動のタイミング、所望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、
コマンド、状態更新、エネルギー設定、動作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定
、動作電流、および圧縮トリガの中から少なくとも１つを含む、請求項１８に記載の遠隔
制御デバイス。
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【請求項２０】
　前記コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、さらなる命令を記憶し、前記さらなる命
令は、
　収集車と関連付けられる第１のデバイスから情報を受信することであって、前記情報は
、前記収集車の場所、前記収集車の識別、前記収集車の状態、前記貯蔵容器への前記収集
車の近接性、前記収集車のスケジュール、前記収集車と関連付けられる統計、前記収集車
と関連付けられる経路、前記収集車の状態、交通情報、および前記収集車の容量の中から
少なくとも１つを含む、ことと、
　ユーザに提示するために、前記貯蔵容器と関連付けられる前記情報および前記データを
、前記ユーザと関連付けられる第２のデバイスに伝送することと、
　前記第２のデバイスから、前記貯蔵容器の前記パラメータを修正する命令を受信するこ
とと
　をさらに含む方法をもたらす、請求項１８に記載の遠隔制御デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（背景）
　（１．技術分野）
　本開示は、ごみ容器に関し、より具体的には、固形廃棄物を収集するための電動ごみ圧
縮機および容器を制御することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　（２．導入）
　固形廃棄物の収集は、高価で汚染する手順である。毎日、重いトラックが、ごみおよび
再利用可能材料を収集するために配備されている。しかしながら、現在の収集作業では有
意な無駄がある。例えば、多くの場合、満杯ではなく、実際にはさらなる廃棄物を保持す
ることが可能である容器に対して、収集が行われる。何度も、所与の経路のために不適当
にサイズを合わせられている容器に対して収集が行われ、有意な時間の無駄をもたらす。
また、必要な巡回の数、結果として、収集プロセスの費用を削減するために大いに圧縮さ
れ得る材料を収集するために、多数の巡回が典型的にトラックによって行われる。
【０００３】
　さらに、現在の収集解決策によって使用される廃棄物および再利用可能物のための容器
および圧縮機は、不十分な利用の傾向がある。結果として、高い実装、運用、およびサー
ビス費用が、現在の収集解決策によって負担されている。例えば、モータ、バッテリ、な
らびに種々のセンサおよび電子機器等の高価な構成要素が、典型的には、圧縮機または通
信デバイスに電力供給するために使用される。ここで、そのような構成要素は、賢明に適
用されても、効率的に駆動されてもいない。また、通信構成要素が、多くの場合、効率的
に使用されていないため、典型的には通信費用が高い。場合によっては、無料ネットワー
クが別様に利用可能であるときでさえも、高価なネットワークが使用される。
【０００４】
　この問題は、多くの場合、環境または進化する標準および実践に適応可能ではないこと
が判明する、現在の容器および圧縮機の静的設計および動作パラメータによって悪化させ
られる。例えば、標準容器および圧縮機は、概して、種々の種類の場所および動作への適
用可能性が限定されている。結果として、現在の解決策は、ロバスト性がなく、限定され
た融通性および適応性を提供する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（概要）
　本開示のさらなる特徴および利点が、以下に続く説明に記載され、部分的に説明から理
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解され、または本明細書で開示された原理の実践によって習得され得る。本開示の特徴お
よび利点は、添付の特許請求の範囲で具体的に指摘される器具および組み合わせによって
実現および取得され得る。本開示のこれらおよび他の特徴は、以下の説明および添付の特
許請求の範囲から、より完全に明確となり、または本明細書に記載される原理の実践によ
って習得され得る。
【０００６】
　本明細書に記載されるアプローチは、固形廃棄物を収集するための電動ごみ圧縮機およ
び容器を管理および制御するために使用され得る。ユーザは、ごみ圧縮機および容器から
重要な情報を遠隔で捕捉し、付加的な情報をごみ圧縮機および容器に伝送することができ
る。ごみ圧縮機および容器からの情報、ならびに他のソースからの付加的な情報は、ごみ
圧縮機および容器を管理、制御、および監視するために使用され得、カスタマイズされた
固形廃棄物収集手順を実装することができる。ごみ圧縮機および容器の追加制御および融
通性は、エネルギー使用および生成において改良を提供することができる。ユーザは、そ
のようなごみ圧縮機および容器を操作し、固形廃棄物収集手順でそのようなデバイスを集
約することの向上した効率、費用有効性、および容易性から、大いに利益を得ることがで
きる。また、これらのアプローチは、ネットワーク接続されたごみ圧縮機および容器を設
計し、実装し、および動作させる費用を有意に削減することができる。
【０００７】
　電動ごみ圧縮機および容器を制御するためのシステム、方法、および非一過性のコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体が開示される。本システムは、ネットワークを介してシス
テムと通信するように構成される貯蔵容器と関連付けられるデータを受信することができ
、データは、貯蔵容器によって伝送される情報を記憶するサーバから受信され、貯蔵容器
は、貯蔵容器によって果たされる動作機能に電力供給するためのエネルギー貯蔵部を有す
る。貯蔵容器は、例えば、ソーラー式および／バッテリ式圧縮機であり得る。次いで、本
システムは、貯蔵容器の動作機能と関連付けられる貯蔵容器のパラメータを識別し、貯蔵
容器の修正された動作をもたらすように、貯蔵容器と関連付けられるデータに基づいてパ
ラメータを修正するための信号を貯蔵容器に伝送することができる。いくつかの実施形態
では、本システムはまた、ユーザに提示するために、データをユーザと関連付けられるデ
バイスに伝送することもできる。次いで、本システムは、ユーザと関連付けられるデバイ
スから、貯蔵容器のパラメータを修正する命令を受信することができる。本システムはま
た、デバイスからの付加的なデータ、ユーザからの要求、ユーザからの入力、デバイスか
らのコマンド、デバイスからの通知、パラメータ、更新、構成設定、ファイル等を受信す
ることもできる。
【０００８】
　動作機能は、例えば、内容物を圧縮すること、貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、遠隔制御デバイスと通信すること、サーバと通信
すること、貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度情報を収集す
ること、センサを作動させること、電流を測定すること、貯蔵容器中の物品の移動を検出
すること、バッテリを試験すること、広告ディスプレイに電力供給すること等を含むこと
ができる。また、パラメータは、圧縮タイミング、エネルギー使用量、センサ作動のタイ
ミング、所望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、コマンド、状態更新、エネルギ
ー設定、動作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定、動作電流、圧縮トリガ等を含
むことができる。さらに、修正された動作は、修正された圧縮スケジュール、修正された
圧縮閾値、修正された電力モード、修正された容量、修正された感知タイミング、修正さ
れた通信スケジュール、修正されたモータの動作、動作の作動、動作の終了等を含むこと
ができる。
【０００９】
　パラメータは、データ、ユーザ入力、気象条件、収集スケジュール、収集経路について
のデータ、交通条件、収集車の近接性、時間、日付、場所、容量、充満状態、収集間の経
過時間、圧縮間の経過時間、使用条件、エネルギー使用量、バッテリ条件、統計、物体の
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検出された移動、業界基準、履歴データ、予測データ、収集動向、業界標準、リアルタイ
ム情報、ユーザ選好等に基づいて修正することができる。データは、感知データ、統計、
動作条件、デバイス特性、充満状態、デバイス状態、事象についてのデータ、測定値、動
作についてのデータ、ログ、警告、値、リアルタイム情報、診断、ユーザ入力等を含むこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、例示的システム実施形態を図示する。
【図２】図２は、電動圧縮機を遠隔で制御するための例示的アーキテクチャを図示する。
【図３】図３は、例示的貯蔵容器を図示する。
【図４】図４は、例示的ネットワークアーキテクチャを図示する。
【図５】図５は、遠隔制御デバイスを介して容器を制御するための要素の例示的概略図５
００を図示する。
【図６】図６は、地域の収集マップの例を図示する。
【図７】図７は、ヒートマッピングを伴う地域の収集マップの例を図示する。
【図８】図８は、現在の条件に基づく地域の収集マップの例を図示する。
【図９】図９は、収集統計の提示の例を図示する。
【図１０】図１０は、第１の方法実施形態を図示する。
【図１１】図１１は、第２の方法実施形態を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（詳細な説明）
　本開示の種々の実施形態が以下で詳細に説明される。具体的な実装が説明されるが、こ
れは、例証目的のみで行われることを理解されたい。本開示の精神および範囲から逸脱す
ることなく、他の構成要素および構成が使用されてもよい。
【００１２】
　本開示は、電動ごみ圧縮機および容器を制御および管理する方法を提供する。また、本
開示は、電動圧縮機および容器のネットワークのための遠隔制御デバイスおよび関連アー
キテクチャを使用する方法を提供する。このアーキテクチャは、エネルギー効率を増加さ
せ、通信を提供し、圧縮機および容器のネットワークのために収集作業を最適化する側面
を制御することができる。変化する必要性、動向、および最良の実践に適合することによ
って、アーキテクチャは、収集車の利用を向上させ、ネットワークにおける実装費用を削
減することができる。また、これらのアプローチは、ソーラー式およびバッテリ式圧縮機
、ならびに廃棄物および再利用容器のネットワークを用いて実装され得る。さらに、これ
らのアプローチは、再利用汚染率および全再利用収率を向上させることができる。加えて
、ソーラー式、バッテリ式、および／またはＡＣ接続圧縮機および容器は、本明細書に記
載されるアプローチに従って制御され、ネットワーク接続されるときに、有意に安価かつ
効果的にされ得る。
【００１３】
　電動ごみ圧縮機および容器を制御する、システム、方法、およびコンピュータ読み取り
可能な媒体が開示される。概念を実践するために採用され得る図１の基本的汎用システム
またはコンピュータデバイスの簡潔な導入的説明が、本明細書で開示される。次いで、電
動容器および電動容器を制御するための遠隔制御デバイスのより詳細な説明および変形例
が続く。これらの変形例は、種々の実施形態が記載されるため、本明細書で説明されるも
のとする。ここで、本開示は、図１を参照する。
【００１４】
　図１を参照すると、例示的システムは、処理ユニット（ＣＰＵまたはプロセッサ）１２
０と、読取専用メモリ（ＲＯＭ）１４０およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１５０
等のシステムメモリ１３０を含む種々のシステム構成要素をプロセッサ１２０に連結する
システムバス１１０とを含む、汎用コンピュータデバイス１００を含む。コンピュータデ
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バイス１００は、プロセッサ１２０と直接接続され、プロセッサ１２０に近接近し、また
はプロセッサ１２０の一部として統合される、高速メモリのキャッシュ１２２を含むこと
ができる。コンピュータデバイス１００は、プロセッサ１２０による迅速なアクセスのた
めに、メモリ１３０および／または記憶デバイス１６０からキャッシュ１２２にデータを
コピーする。このようにして、キャッシュは、データを待っている間にプロセッサ１２０
の遅延を回避する性能向上を提供する。これらおよび他のモジュールは、種々の動作を行
うように、プロセッサ１２０を制御することができるか、またはプロセッサ１２０を制御
するように構成され得る。他のシステムメモリ１３０も利用可能であり得る。メモリ１３
０は、異なる性能特性を伴う複数の異なる種類のメモリを含むことができる。本開示は、
１つより多くのプロセッサ１２０を伴うコンピュータデバイス１００に、またはより優れ
た処理能力を提供するようにともにネットワーク接続されるコンピュータデバイスのグル
ープあるいはクラスタに作用すると理解され得る。プロセッサ１２０は、任意の汎用プロ
セッサと、記憶デバイス１６０に記憶されたモジュール１　１６２、モジュール２　１６
４、およびモジュール３　１６６等のハードウェアモジュールまたはソフトウェアモジュ
ールとを含むことができ、ハードウェアモジュールまたはソフトウェアモジュールは、プ
ロセッサ１２０、ならびにソフトウェア命令が実際のプロセッサ設計に組み込まれる特殊
用途プロセッサを制御するように構成される。プロセッサ１２０は、本質的に、複数のコ
アまたはプロセッサ、バス、メモリコントローラ、キャッシュ等を含む完全内蔵型コンピ
ュータシステムであってもよい。マルチコアプロセッサは、対称または非対称であり得る
。
【００１５】
　システムバス１１０は、メモリバスまたはメモリコントローラ、周辺バス、および種々
のバスアーキテクチャのうちのいずれかを使用するローカルバスを含む、いくつかの種類
のバス構造のうちのいずれかであってもよい。ＲＯＭ１４０または同等物に記憶された基
本入出力（ＢＩＯＳ）は、起動中等に、コンピュータデバイス１００内の要素の間で情報
を転送することに役立つ基本ルーチンを提供してもよい。コンピュータデバイス１００は
さらに、ハードディスクドライブ、磁気ディスクドライブ、光ディスクドライブ、テープ
ドライブ、または同等物等の記憶デバイス１６０を含む。記憶デバイス１６０は、プロセ
ッサ１２０を制御するためのソフトウェアモジュール１６２、１６４、１６６を含むこと
ができる。他のハードウェアまたはソフトウェアモジュールが想定される。記憶デバイス
１６０は、ドライブインターフェースによってシステムバス１１０に接続される。ドライ
ブおよび関連コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、コンピュータデバイス１００のた
めのコンピュータ読み取り可能な命令、データ構造、プログラムモジュール、および他の
データの不揮発性記憶装置を提供する。一側面では、特定の機能を果たすハードウェアモ
ジュールは、機能を実行するように、プロセッサ１２０、バス１１０、ディスプレイ１７
０等の必要ハードウェア構成要素と関連して有形コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に
記憶されるソフトウェア構成要素を含む。別の側面では、本システムは、プロセッサ、お
よび命令を記憶するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を使用することができ、命令は
、プロセッサによって実行されたときに、方法または他の具体的動作をプロセッサに行わ
せる。コンピュータデバイス１００が、小型ハンドヘルドコンピュータデバイスであるか
、デスクトップコンピュータであるか、またはコンピュータサーバであるか等のデバイス
の種類に応じて、基本的構成要素および適切な変形例が想定される。
【００１６】
　本明細書で説明される例示的実施形態はハードディスク１６０を採用するが、磁気カセ
ット、フラッシュメモリカード、デジタル多用途ディスク、カートリッジ、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）１５０、読取専用メモリ（ＲＯＭ）１４０、ビットストリームを含
むケーブルまたは無線信号、および同等物等の、コンピュータによってアクセス可能であ
るデータを記憶することができる他の種類のコンピュータ読み取り可能な媒体もまた、例
示的動作環境で使用されてもよい。有形コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、本質的
に、エネルギー、搬送波信号、電磁波、および信号等の媒体を明示的に除外する。
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【００１７】
　コンピュータデバイス１００とのユーザ相互作用を可能にするために、入力デバイス１
９０は、音声用のマイクロホン、ジェスチャまたはグラフィカル入力用のタッチ感応画面
、キーボード、マウス、運動入力、音声等の任意の数の入力機構を表す。出力デバイス１
７０もまた、当業者に公知である、いくつかの出力機構のうちの１つ以上であり得る。場
合によっては、マルチモードシステムは、ユーザがコンピュータデバイス１００と通信す
るための複数の種類の入力を提供することを可能にする。通信インターフェース１８０は
、概して、ユーザ入力およびシステム出力を統制および管理する。任意の特定のハードウ
ェア配列に関する動作の制限がなく、したがって、ここでの基本的特徴は、改良型ハード
ウェアまたはファームウェア配列が開発されると、それらに容易に代用されてもよい。
【００１８】
　説明の目的で、例証的なシステム実施形態は、「プロセッサ」またはプロセッサ１２０
として標識された機能ブロックを含む、個々の機能ブロックを含むものとして提示される
。これらのブロックが表す機能は、ソフトウェアを実行することが可能なハードウェア、
および汎用プロセッサ上で実行されるソフトウェアの均等物として動作するために特設さ
れているプロセッサ１２０等のハードウェアを含むが、それらに限定されない、共有ハー
ドウェアまたは専用ハードウェアのいずれか一方の使用を通して提供されてもよい。例え
ば、図１で提示される１つ以上のプロセッサの機能は、単一の共有プロセッサまたは複数
のプロセッサによって提供されてもよい（「プロセッサ」という用語の使用は、ソフトウ
ェアを実行することが可能なハードウェアを排他的に指すと解釈されるべきではない。）
例証的実施形態は、マイクロプロセッサおよび／またはデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）ハードウェアと、以下で説明される動作を行うソフトウェアを記憶するための読取専用
メモリ（ＲＯＭ）１４０と、結果を記憶するためのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１
５０とを含んでもよい。超大規模集積（ＶＬＳＩ）ハードウェア実施形態、ならびに汎用
ＤＳＰ回路と組み合わせたカスタムＶＬＳＩ回路もまた、提供されてもよい。
【００１９】
　種々の実施形態の論理的動作は、（１）汎用コンピュータ内のプログラム可能回路上で
作動する、一連のコンピュータ実装ステップ、動作、または手順、（２）特殊用途プログ
ラム可能回路上で作動する、一連のコンピュータ実装ステップ、動作、または手順、およ
び／または（３）プログラム可能回路内の相互接続されたマシンモジュールまたはプログ
ラムエンジンとして実装される。図１に示されるコンピュータデバイス１００は、記載さ
れた方法の全体または一部を実施することができ、記載された方法の一部であり得、かつ
／または記載された有形コンピュータ読み取り可能な記憶媒体内の命令に従って動作する
ことができる。そのような論理的動作は、モジュールのプログラミングに従って特定の機
能を果たすようにプロセッサ１２０を制御するように構成されるモジュールとして実装さ
れ得る。例えば、図１は、プロセッサ１２０を制御するように構成されるモジュールであ
る、３つのモジュールＭｏｄ１　１６２、Ｍｏｄ２　１６４、およびＭｏｄ３　１６６を
図示する。これらのモジュールは、記憶デバイス１６０上に記憶され得、実行時にＲＡＭ
１５０またはメモリ１３０にロードされてもよく、あるいは他のコンピュータ読み取り可
能なメモリ場所に記憶されてもよい。
【００２０】
　コンピュータシステムのいくつかの構成要素を開示したが、ここで、本開示は、電動圧
縮機を遠隔で制御するための例示的アーキテクチャを図示する図２を参照する。容器２０
４は、例えば、ごみおよび再利用可能物等の廃棄物を収集するための電動容器であり得る
。容器２０４は、例えば、ソーラー式またはバッテリ式容器および／または圧縮機であり
得る。また、容器２０４は、圧縮動作等の種々の動作を行うためのモータ２２６を含むこ
とができる。さらに、容器２０４は、遠隔制御デバイス（ＲＣＤ）２４４を介して遠隔で
制御され得る。この目的を達成するために、容器２０４は、ＲＣＤ２４４と通信するため
の伝送器２０６および受信器２０８を含むことができる。具体的には、伝送器２０６およ
び受信器２０８は、ＲＣＤ２４４上の伝送器２４０および受信器２４２と通信することが
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でき、その逆も同様である。ここでは、伝送器２０６および２４０は、情報を伝送するこ
とができ、受信器２０８および２４２は、情報を受信することができる。このようにして
、容器２０４およびＲＣＤ２４４は、命令、コマンド、統計、警告、通知、ファイル、ソ
フトウェア、データ等の情報を伝送および受信するように接続され得る。容器２０４はま
た、伝送器２０６および受信器２０８を介して、サーバおよび／または収集車等の他のデ
バイスと通信することもできる。同様に、ＲＣＤ２４４は、伝送器２４０および受信器２
４２を介して、サーバおよび／またはユーザデバイス２４６、２５２等の他のデバイスと
通信することもできる。
【００２１】
　また、容器２０４およびＲＣＤ２４４は、ネットワーク２０２を介して、相互および／
または他のデバイスと通信することができる。ネットワーク２０２は、インターネット等
の公衆ネットワークを含むことができるが、また、イントラネット、ホームネットワーク
、仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）、別個のエンティティ間の共有協調ネットワ
ーク等のプライベートまたは準プライベートネットワークを含むこともできる。実際、ネ
ットワーク２０２は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、仮想ＬＡＮ（ＶＬＡＮ）
、企業ネットワーク、広域ネットワーク、携帯電話伝送器および受信器、ＷｉＦｉネット
ワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、および事実上あらゆる他の形態
のネットワーク等の多くの種類のネットワークを含むことができる。
【００２２】
　伝送器２０６および受信器２０８は、容器２０４上の種々の機能を制御する、プリント
回路基板（ＰＣＢ）２１０に接続され得る。いくつかの実施形態では、ＲＣＤ２４４は、
ＰＣＢ２１０内に組み込まれ得る。図２では、ＲＣＤ２４４は、伝送器２０６、２４０お
よび受信器２０８、２４２を介してＰＣＢ２１０に電気的に接続される。ＲＣＤ２４４は
、伝送器２４０および受信器２４２を含む双方向通信ポートを介して、伝送器２４０およ
び受信器２４２に接続され得る。ＰＣＢ２１０は、容器２０４によって果たされる電気的
機能を制御することができる。電気的機能は、例えば、モータ２２６を作動させることに
よって圧縮を実行すること、規則的またはプログラム可能な間隔でソーナベースのセンサ
２２２Ａ、近接センサ、および／またはフォトアイセンサ２２２Ｂ－Ｃ等のセンサを使用
して、容器２０４の内側の廃棄物または再利用可能物の体積を感知すること、容器２０４
が満杯ではないことを示す色（例えば、緑色）へ／から、容器２０４がほとんど満杯であ
ることを示す色（例えば、黄色）へ／から、容器２０４が満杯であることを示す色（例え
ば、赤色）へ／から、規則的および／またはプログラム可能な閾値で状態ランプ２３０を
変化させること等を含むことができる。
【００２３】
　ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０によって果たされる、または操作される機能の遠隔制御
および／または変更を可能にすることができる。ＲＣＤ２４４はまた、容器２０４の種々
の構成要素２０６、２０８、２１０、２１２、２１４Ａ－Ｂ、２１６、２１８、２２０、
２２２Ａ－Ｇ、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２、２３４、２３６、２３８への
アクセスおよび制御を提供することもできる。ユーザは、容器２０４を管理および／また
は制御するためにＲＣＤ２４４と通信するように、スマートフォン２４６および／または
遠隔デバイス２５２等のネットワークデバイスを使用することができる。例えば、ユーザ
は、ＰＣＢ２１０上の閾値を変化させるように、遠隔デバイス２５２を介してＲＣＤ２４
４と通信することができ、例えば、収集タイミング、圧縮モータ２２６、ディスプレイ２
３２等の照明付き広告ディスプレイ上のエネルギーの使用、状態ランプ２３０、センサ２
２２Ａ－Ｇ、カメラ２２４等を制御することができる。遠隔デバイス２５２は、ラップト
ップ、携帯用メディアプレーヤ、タブレットコンピュータ、ゲームシステム、スマートフ
ォン、全地球測位システム（ＧＰＳ）、スマートテレビジョン、デスクトップ等のネット
ワーキング能力を伴う事実上あらゆるデバイスを含むことができる。いくつかの実施形態
では、遠隔デバイス２５２はまた、腕時計、撮像眼鏡、イヤホン等の他の形態であり得る
。
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【００２４】
　遠隔デバイス２５２およびＲＣＤ２０４は、ＰＣＢ２１０の動作パラメータを自動的に
修正するように構成され得る。しかしながら、ユーザはまた、遠隔デバイス２５２および
ＲＣＤ２０４を介してＰＣＢ２１０の動作パラメータを手動で修正することもできる。動
作パラメータは、例えば、進化する業界基準、ユーザ入力、別個のデータベース２５０Ａ
－Ｂから収集されるデータ等の履歴データ、近い将来の気象特性等の予測データ、交通条
件、収集スケジュール、収集経路、収集車の近接性、時間および／または日付、場所、容
器２０４の容量および／または収集車の容量等の容量、容器２０４の充満状態、収集間の
経過時間、圧縮間の経過時間、容器２０４の使用条件、エネルギー使用量、バッテリ状態
、統計、ポリシー、規制、容器２０４の内側または外側の物体等の物体の検出された移動
、収集動向、業界および／または地理的標準、土地区画ポリシーおよび特性、リアルタイ
ム情報、ユーザ選好、および他のデータに応答して、修正され得る。遠隔デバイス２５２
からのデータは、ＲＣＤ２４４に中継され得、ＲＣＤ２４４からのデータは、ユーザに提
示するために、ネットワーク２０２を介して容器２０４および／または遠隔デバイス２５
２に中継され得る。
【００２５】
　ユーザは、ＲＣＤ２４４を制御し、かつ／またはウェブページ、アプリケーション２５
４、モニタ２５６等のユーザインターフェースを介して、および／または音声メッセージ
およびコマンド、テキストメッセージ等を介して、ＲＣＤ２４４上の情報にアクセスして
修正することができる。遠隔デバイス２５２は、例えば、収集統計および動向（例えば、
収集頻度、使用量、温度等）のグラフ、収集レポート、デバイス設定、収集スケジュール
、収集構成、履歴データ、状態情報、収集ポリシー、構成オプション、デバイス情報、収
集経路および情報、警告等を表示することができるユーザインターフェースを含むことが
できる。このようにして、ユーザは、ＰＣＢ２１０上の動作パラメータを設定および／ま
たはリセットする方法について知識に基づいた決定を行うこと、例えば、データを収集す
るためにどのセンサが使用されるか、どの閾値を設定するかを制御すること、状態ランプ
２３０および他の構成要素からの出力を制御すること等のために、情報にアクセスするこ
とができる。ユーザは、以下の図６－９に示されるようなスクロールダウンメニュー、ク
リックアンドスライドツール、遠隔デバイス２５２上に表示される双方向マップ、タッチ
スクリーン、フォーム、アイコン、テキストエントリ、音声入力、テキスト入力等を使用
して、最適な収集タイミング、センサ作動のタイミング等の容器２０４についての設定を
変更し、および／または所望の容量および充満閾値等のパラメータを修正することができ
る。それに応答して、ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０設定を自動的に再構成し、センサお
よびディスプレイを再較正し、動作パラメータを変更すること等ができる。
【００２６】
　ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０に電気的に接続される容器２０４上の伝送器２０６およ
び受信器２０８を介して、容器２０４のＰＣＢ２１０と無線で通信することができる伝送
器２４０および受信器２４２を含む双方向通信ポートを含むことができる。計画的および
／またはプログラム可能な間隔で、ＰＣＢ２１０の伝送器２０６は、ネットワーク２０２
を介して、データをデータサーバ２４８等の中央サーバに送信することができる。また、
ＲＣＤ２４４の受信器２４２は、着信データについて、遠隔デバイス２５２にも接続され
得るデータサーバ２４８に問い合わせを行うように構成され得る。データサーバ２４８は
、データベース２５０Ａ－Ｂからデータを通信することができる。受信器２０８から受信
されるデータがない場合、ＰＣＢ２１０は、別の計画、受信、開始、および／またはプロ
グラムされた通信事象まで、伝送器２０６および受信器２０８回路がオフにされる低電力
モードに即座に戻るように構成され得る。容器２０４をオフにし、次いで、オンに戻すコ
マンド、圧縮が操作される閾値を変更するコマンド、状態更新を提供し、かつ／または充
満状態を決定するための閾値を変更するコマンド等の受信器２０８によって受信されるデ
ータがある場合には、ＲＣＤ受信器２４２は、データサーバ２４８から、ＲＣＤ２４４を
介してＰＣＢ２１０に新しいデータをダウンロードし、その動作構成を変更することがで
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きる。ＲＣＤ受信器２４２はまた、データをデータサーバ２４８に送信して、ＰＣＢ２１
０からのデータの受信を確認するように、およびユーザに提示するために、選択されたデ
ータを遠隔デバイス２５２、スマートフォン２４６、および／または任意の他のデバイス
に送信するように構成され得る。
【００２７】
　データサーバ２４８はまた、遠隔デバイス２５２、スマートフォン２４６、または任意
の他のデバイス上でデータをユーザに表示することもできる。データは、パスワードで保
護されたウェブページ、スマートフォン２４６上の表示、モニタ２５６上の表示等であり
得る。動作閾値、センサ使用、センサ階級、エネルギー使用量等を再構成するためにＲＣ
Ｄ２４４を使用する遠隔制御は、容器２０４が、そのエネルギー生成、エネルギー消費、
および／または収集および管理ロジスティクスを制御する特性を変更することを可能にし
、さらに、容器２０４の健全な動作を可能にすることができる。
【００２８】
　ＲＣＤ２４４は、無線ネットワークを経由してＰＣＢ２１０と通信し、データをデータ
サーバ２４８に伝送するように構成され得、それにより、任意のウェブに接続されたコン
ピュータ、電話、またはデバイスを介して、ユーザによる視認または操作のためにデータ
を記憶することができる。ＲＣＤ２４４はまた、データサーバ２４８からデータを受信し
、データをＰＣＢ２１０に返信するように構成され得る。ＰＣＢ２１０は、容器２０４内
で、センサ２２２Ａ－Ｇ等の種々のセンサに電気的に接続され得る。ＲＣＤ２４４を通し
て、ＰＣＢ２１０はまた、データベース２５０Ａ－Ｂ、および／または、例えば、アメリ
カ海洋大気庁（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｏｃｅａｎｏｇｒａｐｈｉｃ　ａｎｄ　Ａｔｍｏｓｐ
ｈｅｒｉｃ；ＮＯＡＡ）サーバ上に存在し得る気象データベース等の他の外部データベー
ス、廃棄物運搬業者のサーバ上に存在し得るトラックおよび場所ならびにスケジュールの
データベース、交通条件のデータベース等に無線で接続することができる。ユーザはまた
、とりわけ、例えば、ユーザコマンド、および／または気象データあるいはトラック場所
データ等の外部データの変化に応答して、閾値を設定する際にセンサ２２２Ａ－Ｇのうち
のどれが使用されるかを変更することもできる。
【００２９】
　ＰＣＢ２１０はまた、ＰＣＢ伝送器２０６を介してＲＣＤ２４４に伝送され得る温度情
報を収集するように、温度センサ２２２Ｇと通信することもできる。温度情報は、とりわ
け、容器２０４の動作機能およびエネルギー消費を微調整するために使用され得る。例え
ば、ＰＣＢ２１０は、バッテリが寒い気候ではあまり強力ではないため、寒い気候では、
１日により少ない圧縮（４回～８回の圧縮等）を実行するように再構成され得る。寒い気
候と同時に、冬の日がより短いため、太陽エネルギーおよびバッテリ電力が限定される。
日光が少ない日に電力を節約するために、ＲＣＤ２４４は、収集がより早く行われるよう
に促されるように、ＰＣＢ２１０の正常充満感度レベルを調整することができる。例えば
、ＰＣＢ２１０が、典型的には、最適な収集時間を示唆する信号である、状態ランプを緑
色から黄色に変化させる前に２０回の圧縮を実行する場合、ＲＣＤ２４４は、緑色の状態
から黄色の状態に変化する前に、１０回の圧縮を行うようにＰＣＢ２１０の閾値を調整し
、したがって、収集間の圧縮機の全エネルギー消費を変化させることができる。忙しい場
所では、ＰＣＢ２１０は、容器充満を毎分感知するように構成され得る一方で、あまり忙
しくない場所では、ＰＣＢ２１０は、充満を１日に１回感知するように構成することがで
きる。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、ＲＣＤ２４４はまた、履歴事象の結果に基づくアルゴリズム
を使用して、事象のタイミングを変更することもできる。例えば、ＲＣＤ２４４は、最初
に、充満を１分に１回感知するように構成され得るが、結果として生じる読取値に基づい
て、次いで、将来の読取のタイミングを変更することができる。したがって、１分間隔で
得られた３つの連続読取値が、ごみの集積がないという結果をもたらす場合、ＲＣＤ２４
４は、種々の読取値に基づいて、読取の間のタイミングを２分、次いで、３分等に増加さ
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せることができる。ＲＣＤ２４４はまた、容器２０４の充満のレベルに基づいて、感知間
隔を調整するように構成され得るため、容器２０４が溢れる前に、重大なときに誤差限界
を縮小するために、容器２０４が充填するにつれて、より頻繁に感知する。「学習特徴」
は、センサ読取値を実際の感知する必要性と最終的に同期化することによって、エネルギ
ーを節約することができる。ＲＣＤ２４４は、収集履歴、容器２０４上の赤色または黄色
ライトの頻度によって決定されるような容量の必要性、温度、予想気象および光条件、予
想使用条件等に基づいて、状態ランプ２３０の閾値を変更することもできる。状態ランプ
２３０は、例えば、ＬＥＤライトであり得る。
【００３１】
　図２では、ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０を介して、例えば、温度センサ２２２Ｇ、モ
ータシャフト上に搭載される「エンコーダホイール」を利用することによって圧縮ラムの
移動を測定することができるエンコーダセンサ２２２Ｄ、１つ以上のフォトアイセンサ２
２２Ｂ－Ｃ、ドアセンサ、ソーラーパネルからの電流を測定するセンサおよびバッテリ２
３６からモータ２２６までの電流を測定することができるセンサ、例えば、ドアの移動を
検出することができるホール効果センサ２２２Ｆ、赤外線（ＩＲ）センサ２２２Ｅ、カメ
ラ２２４等を読み取ることを可能にさせられ得る。加えて、ＲＣＤ２４４によって設定さ
れる閾値は、履歴およびリアルタイム情報、ユーザ選好、業界水準、気象パターンおよび
予報、および他の情報に基づくことができる。ＲＣＤ２４４は、種々の情報およびユーザ
決定に基づいて、ＰＣＢ２１０の正常閾値を毎時間、毎日、毎週、毎月、毎年、または調
整可能な間隔でリセットすることができる。
【００３２】
　ＲＣＤ２４４はまた、ＰＣＢ２１０のセンサ使用の通常階級を変更することもできる。
例えば、容器２０４の内側に位置するフォトアイ２２２Ｂ－Ｃのうちの１つ以上が遮断さ
れるときにＰＣＢ２１０が圧縮サイクルを実行するように構成されるとき、ＲＣＤ２４４
は、ある時間量が経過した後に圧縮サイクルを実行するようにＰＣＢ２１０を再構成する
ことによって、サイクルの終了時にエンコーダセンサ２２２Ｄの位置を読み取ることによ
って、１つ以上のフォトアイセンサ２２２Ｂ－Ｃを読み取ることによって、履歴充填速度
に基づいてセンサ階級を計算することによって、ユーザ選好の変更によって等、センサ階
級を再構成することができる。種々の設定で世界中に位置する他の容器からのデータの集
約を使用して、ＲＣＤ２４４の構成は、とりわけ、エネルギー利用、容量最適化、および
動作挙動を最適化するために、常に進化するパラメータに依存することができる。基準、
最良実践、および非効率に対する解決策のＲＣＤ２４４の革新および増大するデータベー
スは、容器２０４が適応および進化することを可能にする。
【００３３】
　ＰＣＢ２１０からのデータ、センサ、ＲＣＤ２４４を介したユーザ（例えば、顧客また
は製造業者）による入力に基づいて、および／または履歴あるいは気象データ等の他のデ
ータに基づいて、ＲＣＤ２４４は、異なる地理または季節で、あるいは異なるユーザ特性
または変化するパラメータに基づいて、容器２０４の性能を向上させるように、ＰＣＢ２
１０の閾値、動作パラメータ、および／または構成を変更することができる。したがって
、本システムおよびアーキテクチャは、自己回復式であり得る。
【００３４】
　ＲＣＤ２４４はまた、ＰＣＢ２１０の正常動作パラメータを変更するように構成され得
る。例えば、ＲＣＤ２４４は、抵抗器２２０にエネルギーを通過させて、エネルギーを供
給することができるバッテリ２３６に強い負荷を印加するように、ＰＣＢ２１０に連続し
て複数の圧縮サイクルを実行させるように構成され得る。ＲＣＤ２４４は、バッテリ２３
６の「リバウンド」を測定するように、所定またはプログラム可能な間隔でバッテリ電圧
を測定することができる。強いバッテリは、迅速に電圧を獲得する（例えば、バッテリは
、およそ１５分以内に略完全に回復する）。弱いバッテリは、電圧が有意に降下し（例え
ば、３ボルト～５ボルト）、ゆっくりと回復し、またはその元の電圧の大部分まで回復し
ない。ＰＣＢ２１０の正常パラメータを変更することによって、バッテリ２３６は、動作
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を危機にさらすことなくバッテリの強度を決定する試験期間中に重い負荷を受けることが
できる。次いで、ＲＣＤ２４４は、バッテリが必要とされているというメッセージをユー
ザに中継するように、または例えば、圧縮の時間間隔をあけ、ある期間内の電圧減退の程
度を低減させること等によって、異なる方法でバッテリを使用するように構成され得る。
ＲＣＤ２４４はまた、バッテリ２３６がエネルギーを使用するにつれて、太陽エネルギー
がバッテリ２３６を補充するために利用可能であるときに、日中により多くの圧縮または
（ソフトウェアをダウンロードすることのような）他のエネルギー使用機能を行うように
ＰＣＢ２１０を変更することもできる。また、ユーザは、次いで、例えば、単純にウェブ
ページ上のボタンをクリックすることによって、新しいバッテリを注文することができる
。
【００３５】
　ＲＣＤ２４４は、データベースに接続され得、かつ各容器上のＰＣＢ２１０によって告
知されることができるため、ＲＣＤ２４４はまた、他の種類のサービス事象のデータを中
継するために使用され得る。例えば、ＲＣＤ２４４は、２つ以上のパラメータが同時に満
たされる場合に容器２０４を収集するように、廃棄物運搬業者にメッセージを中継するよ
うに構成され得る。例証するために、ＲＣＤ２４４は、容器２０４が満杯の７０％以上で
あり、収集トラックが容器２０４の１マイル以内にある場合に、容器２０４を収集するよ
うに廃棄物運搬業者にメッセージを中継することができる。次いで、ＲＣＤ２４４は、収
集が行われており、収集の費用がユーザのアカウントに請求されることをユーザに警告す
るように、メッセージを遠隔デバイス２５２に送信することができる。
【００３６】
　加えて、ＲＣＤ２４４は、太陽光強度を測定することができ、最適な充電構成を選択す
ることができるように、ソーラーパネル２３４とバッテリ２３６との間の回路を変更する
ことができる。充電回路２１４Ａ－Ｂは、２つの回路として図示されているが、当業者で
あれば、いくつかの実施形態は、より多いまたはより少ない回路を含むことができること
を容易に認識するであろう。充電回路２１４Ａ－Ｂは、弱い光または明るい光のために最
適化されるように設計され得、プログラム可能または所定の閾値に基づいてＲＣＤ２４４
によって切り替えられ得る。また、太陽光の情報は、容易に入手可能であり得るが（例え
ば、農暦）、特定の場所での太陽エネルギーは、場所の特性に基づいて幅広く変動し得る
。例えば、光は、黒い建造物から反射された場合、および、建造物が高く、屈折光を遮断
する場合により弱くなる。この理由により、特定の場所での実際のエネルギー利用可能性
の正確な決定要因であり得るため、現場で太陽エネルギーを測定することが有用であり得
る。こうするために、１つ以上の充電継電器２１２を使用して、バッテリ２３６およびソ
ーラーパネル２３４を分断することができる。他の側面では、ソーラーパネル２３４から
の全ての利用可能な電流が測定可能な点を通って流動するように、非常に高い負荷をバッ
テリ２３６に加えて、その電圧を減退させることができる。これは、例えば、容器２０４
に圧縮サイクルを実行させることによって、または抵抗器を通して電気を送ることによっ
て、あるいは両方によって行うことができる。
【００３７】
　負荷を生成するために使用することができる、種々の他の方法がある。しかしながら、
バッテリ２３６に負荷を加えることは、永久的損傷を引き起こし得る。したがって、ＲＣ
Ｄ２４４はまた、抵抗器２２０を通して電気を送る代わりに、ソーラーパネル２３４から
バッテリ２３６を断絶するように構成され得る。これは、バッテリ２３６を消耗すること
なく、特定の場所で太陽光強度の正確な測定を可能にすることができ、これは、圧縮を実
行し、通信し、照明付き広告に電力供給し、他の動作に電力供給する可能性を査定するこ
とに役立ち得る。いくつかの実施形態では、ＰＣＢ２１０は、ある期間にわたって連続圧
縮サイクルを実行し、ソーラーパネル充電電流を測定し、データを中継し、次いで、正常
動作を再開するように、ＲＣＤ２４４によって再構成され得る。太陽光強度、バッテリ状
態、またはライフサイクルを試験し、かつ／または将来の太陽光あるいはバッテリ条件を
予測するために、回路の異なる構成または組み合わせを使用することができる。



(15) JP 2016-502964 A 2016.2.1

10

20

30

40

50

【００３８】
　ＲＣＤ２４４はまた、数日の期間にわたって電圧または光条件を追跡し、常に変化する
入力データに基づいて、負荷および充電の状態を変更することもできる。例えば、ＲＣＤ
２４４は、特定の時間から始まり、別の特定の時間で終了する、連続した数日にわたって
宣伝するために、ディスプレイ２３２をオンにするようにＰＣＢ２１０のタイマ２１８を
構成することができる。しかしながら、バッテリ電圧がこの期間の間に減退する場合、次
いで、ＲＣＤ２４４は、負荷（ディスプレイ２３２）の時間を１日おきに短縮することが
でき、かつ／または負荷の期間を毎日短縮してもよい。さらに、ＲＣＤ２４４は、使用お
よび気象パターンについての情報を収集し、収集される情報に基づいて、バッテリ２３６
に加えられる負荷（例えば、ディスプレイ２３２上の広告）を増加または低減させるよう
に、ＰＣＢ２１０の正常動作体制を再構成することができる。例えば、土曜日であり、忙
しい買い物の日であることが予想される場合、ＲＣＤ２４４は、バッテリ２３６の減退状
態を可能にすることができ、例えば、来たる月曜日に広告を実行しないことによって、よ
り小さい負荷がバッテリ２３６に加えられる期間を近い将来の予定に入れることができる
。そうすることで、ＲＣＤ２４４は、最も有益であるときにエネルギーを使用し、あまり
有益ではないときに再充電する（より少ないエネルギーを使用する）ように、広告価値お
よびエネルギー利用可能性を最適化することができる。種々の場所から獲得される太陽エ
ネルギーを最大限化するために、ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０にいくつかの充電回路の
うちの１つを選択させる。例えば、曇天条件が差し迫っていると予想される場合、ＲＣＤ
２４４は、充電器をより低い光条件に対してより敏感にするために、バッテリ充電に使用
される回路を変更することができる。日当りの良い環境では、使用される充電回路は、直
射日光でより多くのワット数を生じる乏しい低光感度を伴うものであり得る。
【００３９】
　アーキテクチャ２００はまた、ユーザが容器２０４および収集プロセスについての情報
にアクセスすることを可能にすることができる監視機能に使用され得る。この情報を用い
て、ユーザは、意思決定を促進し、性能および通信を向上させるように容器２０４上の設
定を遠隔で調整することに役立つ、判断を行うことができる。例えば、ＲＣＤ２４４は、
ＰＣＢ２１０において構成される通信のための通常の時間間隔であるコールバック時間を
ユーザが容易に調整することを可能にするように構成され得る。ＲＣＤ２４４は、容器２
０４がより短いまたはより長い間隔で通信することができるように、ユーザがこの時間設
定を変更することを可能にすることができる。いったんＰＣＢ２１０が通信を開始すると
、受信器が受信モードにある時間量である起動時間等の他のパラメータを再構成すること
ができる。これは、ユーザが「オンザフライで」変更を行うことを可能にする。場合によ
っては、ＰＣＢ２１０は、メッセージを送信し、受信されたメッセージを聴取した後にシ
ャットダウンすることができる。これらの場合において、正常通信間の時間経過が丸１日
であり得るため、命令を送信して応答を待ち、より多くの命令を送信して応答を待つこと
が困難であり得る。しかしながら、ＲＣＤ２４４を通して設定を遠隔で調整することによ
って、ユーザは、リアルタイムで、および／または略リアルタイムで、ダウンロードされ
たパラメータを試験しながら、連続調整を行うことができる。これは、ユーザが容器２０
４を遠隔で制御する能力を増進させることができる。
【００４０】
　さらに、ＲＣＤ２４４は、レンズを覆う埃または汚れがあるかどうかを決定する試験で
、フォトアイ２２２Ｂ－Ｃの電流を変更することができる。ここで、ＲＣＤ２４４は、フ
ォトアイ２２２Ｂ－Ｃの正常動作電流を再構成することができる。レンズが汚れている場
合、低電力ではなく高電力時に、信号エミッタフォトアイが信号を送信し、信号受信器が
信号を受信する。このようにして、フォトアイ２２２Ｂ－Ｃへの正常動作電流を変更する
ことによって、サービス呼び出しを回避するか、または遅延させることができる。これは
、有用な診断ツールであり得る。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、定期保守間隔を予定に入れることができるが、ＲＣＤ２４４
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からの情報を介して変更されることもできる。ＲＣＤ２４４は、モータ電流を試験しなが
らサイクルを実行するように構成され得る。モータ電流が正常範囲（すなわち、およそ２
アンペア）から逸脱する場合には、保守技術者を通常より早くスケジュールに入れること
ができる。ＲＣＤ２４４は、容器２０４と関連付けられるユーザウェブページ上に警告を
投稿することによって、メッセージをユーザに送信することができる。
【００４２】
　他の設定も容器２０４で具現化することができる。例えば、ＰＣＢ２１０は、容器２０
４が満杯であることを感知することができる。次いで、ＲＣＤ２４４は、ウェブページま
たは別の表示に満杯信号を提示させるように、ＰＣＢ２１０を構成することができる。Ｒ
ＣＤ２４４は、満杯信号がユーザに提示されるべきであるときを変更することができる。
例えば、履歴収集間隔を伴うデータベースにアクセスした後、ＲＣＤ２４４は、ウェブペ
ージで満杯信号を表示する前に、ある期間、例えば、１時間待つようにＰＣＢ２１０を再
構成することができる。これは、場合によっては、「偽陽性」満杯信号がＰＣＢ２１０に
よって信号伝達され得るが、最後の収集のわずか数分後の収集が極めて異常であることを
示す履歴情報に基づいて、これを回避することができるため、有用であり得る。したがっ
て、ＲＣＤ２４４は、ＰＣＢ２１０からのデータを無視するように構成され得る。満杯信
号をユーザに送信する代わりに、ＲＣＤ２４４は、経過する時間および付加的な情報が容
器の実際の充満状態について収集されるために、満杯信号を一時的に無視し、ユーザのウ
ェブページまたはスマートフォン上の満杯信号の表示を遅延させるように、ＰＣＢ２１０
を再構成する。例えば、収集が行われ、１０分後に容器２０４が満杯であることを充満セ
ンサが検出するとき、ウェブページ上の充満表示メッセージは、満杯状態を表示すること
を妨げられ得る。場合によっては、袋が空気で満杯であり、容器２０４中の近接センサに
満杯のごみ箱を検出させ得る。ある期間、例えば、その場所での履歴廃棄物生成速度に基
づいて決定されるように、忙しい場所で２０分、あまり忙しくない場所で数時間以内に、
袋がその空気を失うことができ、近接センサは、ごみ箱が２０分前ほど満杯ではない（ご
み箱が空気の代わりにごみで満杯であった場合ではない）と感知することができる。した
がって、「偽陽性」情報を除外することができる。
【００４３】
　同様に、偽陰性情報も回避されるように、試験およびチェックを行うことができる。例
えば、ごみ箱が毎日規則的に満杯になり、２日または３日後に満杯であるというメッセー
ジがない場合、異常を示す警告が、ユーザのウェブページ上に出現することができる。正
常動作パラメータの閾値、および正常への調整は、ＲＣＤ２４４を使用して設定またはリ
セットされ得、またはそれらは、パターン認識を通して進化するようにプログラムされ得
る。ウェブポータルを通して、多くの動作パラメータ調整を行うことができるが、調整を
自動的に行うこともできる。これは、データを集約し、単一のエンクロージャについての
ＰＣＢ２１０設定を変更するためにエンクロージャの集合でパターンを使用するソフトウ
ェアプログラムによって制御され得る。例えば、１，０００個のエンクロージャからの収
集データが、圧縮設定が「中」に設定される時間の１０％と比較して、圧縮閾値設定が「
高」に設定される時間の５０％で、収集人員がごみ箱から過度に早く収集することを示す
場合には、時期尚早に収集されるエンクロージャの量を制限して、収集人員をより良好に
管理することができるように、ＲＣＤ２４４は、圧縮閾値を中間設定に自動的に再プログ
ラムすることができる。ソフトウェアプログラムによって統制される自動再プログラミン
グは、容器２０４上に表示される照明付きまたは双方向広告媒体等の容器２０４の動的要
素へのユーザ応答等の他の側面に適用され得る。例えば、ユーザが、時間の８０％で、容
器２０４上に示される「割引地元コーヒー」のＬＣＤ表示広告に応答する場合、ＲＣＤ２
４４は、「割引地元コーヒー」というメッセージを表示するように、参加コーヒー店から
特定の距離以内の全ての容器を構成することができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ＲＣＤ２４４は、容器の集合についての情報表示部を有する
ユーザ用のデータ受信ポータルを含むことができる。ここで、ユーザは、例えば、経路上
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の容器および／または所与の地理内の容器のリアルタイムおよび履歴情報にアクセスする
ことができる。データは、ユーザグループ内の容器の集合と関連付けられる、パスワード
で保護されたウェブページ上でユーザのために表示され得る。容器２０４はまた、例えば
、ごみ箱の充満、行われた収集、収集の時間、バッテリ電圧、モータ電流、実行された圧
縮サイクルの数および時間、グラフおよびチャート、リストおよびマップ等を表示するこ
ともできる。このデータは、容器および／または全車両状態、使用量、および／または動
向を査定するために、時間および地理の異なる区画で視認することができる。ユーザのウ
ェブページは、例えば、ＬＥＤが黄色、赤色、および緑色で点滅していたときに収集され
たごみ箱の割合を示す円グラフ、または時間の関数としてこれらの割合を示すヒストグラ
ムを示すことができる。これらの統計は、プルダウンメニューおよびシングルクリック特
徴を使用して分類され得る。シングルクリックマップ特徴は、例えば、ユーザが容器を表
すマップ上に表示されたドットをクリックした後に、特定の容器の概要データが表示され
る場所である。これは、ユーザが、外部アプリケーションにおいて視覚マップを容易に視
認し、それと相互作用することを可能にすることができる。
【００４５】
　ＲＣＤ２４４は、「収集効率」等の計算されたデータを表示するように構成され得、収
集効率は、容器２０４の全容量で除算される容器２０４の利用された容量によって測定さ
れる（収集効率＝利用された容量／全容量）、必要とされる収集と行われた収集との比較
である。ユーザは、収集を増加または減少させ、地域にわたる総容量を増加または減少さ
せる等のために、この情報を使用することができる。典型的には、ユーザの目標は、容器
２０４が満杯の前後ではなく満杯であるときに容器２０４を収集することである。ユーザ
は、経時的な収集効率、車両費用、別の期間内の車両使用量と対比した１つの期間内の車
両使用量の比較、転換率、ごみ箱の中に堆積させられた物質の数量と対比した再利用箱の
中に堆積させられた物質の数量の比較等の履歴動向を示すためのウェブページ上のボタン
をクリックすることができる。他の統計は、自動的に生成され得、車両使用量に高度に相
関し得るトラックからの二酸化炭素排出量を含むことができる。労働時間もまた、車両使
用量と高度に相関し得るため、ウェブページは、車両使用量モニタから生成される情報を
使用して、人件費統計を自動的に表示することができる。ユーザがウェブポータル内でボ
タンをクリックするか、または別様にコマンドを行うと、ＲＣＤ２４４は、それに応答し
て、ＰＣＢ２１０の動作パラメータ、センサの使用等、および／または測定閾値を変更す
ることができる。ＲＣＤ２４４はまた、容器を新しい位置に移動させる、所与の地域内の
容器の数量を増加または減少させる、そのプログラムされた閾値に基づいて新しいサイズ
の容器を推奨する提案等の提案された変更を全車両に自動的に表示し、容器群にサービス
提供する費用の改善をもたらすように構成され得る。
【００４６】
　ユーザのためのデータの図式表現を提供するために、ヒートマッピングも使用すること
ができる。ヒートマッピングは、地域の各部分、例えば、街区内の容量のレベルをユーザ
に示すことができ、または地域内の収集頻度を示すために使用することができる。いずれ
の場合にも、ヒートマップは、異なる色を、複数のエンクロージャからのデータを含む横
断比較データセット内のデータの異なる値と関連付けることによって、生成され得る。ヒ
ートマップは、比較データセットの図式表現であり得る。いくつかの実施形態では、赤色
は、所与の特性の高い数字と関連付けられ得、橙色、黄色、および青色のような「より冷
たい」色は、所与の特性がより少ない地域を描写するために使用され得る。例えば、５０
０個の容器にわたる収集頻度または圧縮頻度を示すヒートマップは、容量の相対尺度で、
容量がエンクロージャの集合で不足している地域を決定するために有用であり得る。この
場合、最高頻度の容器に赤色の値を割り当てることができる。各数字を、漸進的により冷
たい色に割り当てることができる。他の実施形態では、赤色値は、平均値または中央値か
らの偏差と関連付けられ得、例えば、より暗い赤色は、各標準偏差に対するものである。
ヒートマップは、ユーザのウェブページ上の視覚補助として示され得、「障害」が車両お
よび労働効率を制限する領域を色分けすることができる。小さい赤色領域は、地理的に、
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例えば、ユーザがわずか１０個の容器をより高い容量の圧縮機と交換した場合、より広い
地域への収集頻度を低減させ、移動時間を節約できることを示すことができる。ヒートマ
ップは、所与の期間内の「最多収集」、過度に早く（実際に満杯になる前に）収集された
ごみ箱の数を視覚的に明示することができる「最多緑色収集」、より粒度の細かいレベル
でごみ箱の使用レベルを示すことができる「最多圧縮」、ごみ箱の挿入ドアが何回開放ま
たは利用されるかを表すことができる「最多使用」、ドアが適正に閉鎖されなかったとき
を示すことができる「ドア開放警告」の数を視覚的に示すことができる「最多警告」、ど
の容器が低電力であるかを視覚的に示すことができる「電圧警告」等を示すデータを含む
が、それらに限定されない、データを示すための有用な視覚ツールであり得る。ヒートマ
ッピングの有用性を実証するために、具体的な測定値が本明細書で説明されるが、本発明
の範囲および精神内である、ヒートマップによって表すことができる他のデータのセット
が存在する。
【００４７】
　ＲＣＤ２４４はまた、動的車両経路指定ならびに圧縮および／または容器管理に使用す
ることもできる。ＲＣＤ２４４は、双方向コミュニケータであり得るため、種々の容器と
データベースとの間で情報の送信および受信の両方を行うことができる。これは、ユーザ
が、容器群と収集車群との間でデータを相関させることを可能にすることができる。ＲＣ
Ｄ２４４は、ユーザおよび／またはユーザの車両からデータを受信することができる。例
えば、ＲＣＤ２４４は、ＧＰＳデータまたは利用可能性データを受信し、所与の容器また
は容器の集合についてのパラメータを変更するためにそれを使用することができる。ＲＣ
Ｄ２４４は、例えば、ユーザのＧＰＳ対応スマートフォンから、このデータを受信するこ
とができる。同様に、ＲＣＤ２４４は、容器２０４の状態について、データをユーザ、ユ
ーザデバイス、スマートフォン等に送信することができる。この双方向データストリーム
を用いると、収集最適化をリアルタイムで、または略リアルタイムで計算することができ
る。例えば、収集トラックが、街の東側に移動しており、３０分の空き時間を有する。Ｒ
ＣＤ２４４は、トラックの所在、利用可能性、および方向についての情報を受信し、容器
のリアルタイムおよび履歴充満情報についてデータベースに問い合わせを行い、トラック
が２０の容器場所の収集に対応できることを決定することができる。次いで、ＲＣＤ２４
４は、トラックが対応することができる２０の容器場所のリストを表示することができる
。ユーザは、２０の推奨場所のマップを視認する、運転方向のリストを見る等を行うこと
ができる。運転方向のマップは、信号機、交通条件、各経路に沿った平均速度等の他の入
力データを追加することによって、最適化することができる。同時に、トラックが街の東
側に向かうと、ＲＣＤ２４４は、圧縮閾値を変更するように西側の容器を再構成すること
ができ、それにより、容量が一時的に増加させられ、トラックが東の区分で費やすための
さらなる時間を使えるようにする。代替として、ＲＣＤ２４４は、「満杯」メッセージを
歩行者に一時的に表示して、歩行者が容量が残っている近くの容器を見出すことに役立つ
ように、容器を再構成することができる。ＲＣＤ２４４は、容器が支払を必要とする場合
において、ほとんど満杯の容器に対する価格決定を増加させ、歩行者または他のユーザに
よる需要を低減させることができる。この同一の論理は、トラックが使用されない状況で
、例えば、ショッピングモールまたは空港における屋内で、効果的であり得る。廃棄物容
量の需要は変動し得るため、容器２０４への遠隔制御を有することは、廃棄物の収集を動
的かつ効率的にするように、ユーザが設定、パラメータ、および／または価格を変更する
ことを可能にすることができる。
【００４８】
　容器２０４および他の容器の場所は、例えば、三角測量および／またはＧＰＳを介して
決定され得、双方向マッピング特徴においてマップ上に配置され得る。また、屋内容器の
場所を屋内ＷｉＦｉホットスポットから取得することができ、屋内容器を双方向マッピン
グ特徴においてマップ上に配置することができる。職員がタスク（すなわち、トイレを掃
除すること）を達成し、施設の内側で移動すると、職員の場所を追跡することができ、近
くの容器の充満および場所をマップ上でプロットするか、または収集活動をタスクのリス
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トに追加する命令として他の手段によって職員に与えることができる。ＧＰＳ、Ｗｉｆｉ
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等によるものであるかどうかにかかわらず、通信ノー
ド間の三角測量は、マップ上で容器の場所を特定する働きをすることができ、容器の充満
の測定は、時間を節約するために効率的な経路およびスケジュールを作成することができ
るように、職員またはトラック運転手に対する作業命令を生成するために使用することが
できる。
【００４９】
　収集プロセスをより良く管理するために、ユーザグループをごみと再利用職員との間で
分離することができる。多くの街では、ごみおよび再利用可能物等の廃棄物の別個の流れ
を収集するために使用される別個のトラックがある。この理由により、廃棄物の流れに基
づいてデータを表示するように、ユーザのウェブページを構成することが有用であり得る
。データはまた、この様式で分割され、スマートフォン、ハンドヘルドコンピュータ、お
よび／または他のユーザデバイス上で異なる方法で表示され得る。加えて、データは、異
なるユーザに異なる方法で表示され得る。例えば、運営の管理者が、「管理者特権」を有
することができ、したがって、システムにおいて特定の容器の場所を変更し、特定の廃棄
物収集業者の収集効率を視認し、ログイン履歴を視認し、および／または業界あるいはサ
ブグループ水準を視認することができる一方で、より低い特権を有する廃棄物収集業者は
、例えば、容器の充満を視認することのみができる。ＲＣＤ２４４または別のデバイスは
また、次に収集する容器のリスト、満杯または部分的に満杯のごみ箱のリスト等を印刷す
るように構成され得る。例えば、遠隔デバイス２５２は、経路の残りの部分で収集する容
器のリストを印刷するように構成され得る。
【００５０】
　図３は、例示的貯蔵容器３００を図示する。貯蔵容器３００は、内容物品を貯蔵するた
めのごみ箱３０２と、物品をごみ箱３０２に捨てるように貯蔵容器３００を開放するため
のドア３０６とを含む。貯蔵容器３００は、ごみ箱３０２の充満状態を検出するためにご
み箱３０２の上方に配置された１つ以上のフォトアイセンサ３０４Ａ－Ｂを有することが
できる。貯蔵容器３００はまた、容器３００中の物体を検出し、容器３００の充満状態を
計算するように、ソーナセンサ３０８を含むこともできる。当業者であれば容易に認識す
るように、ソーナセンサ３０８およびフォトアイセンサ３０４Ａ－Ｂはまた、容器３００
のサイズおよび／または容量、貯蔵要件、貯蔵条件等に基づいて、他の場所に配置され得
る。貯蔵容器３００はまた、赤外線センサ、温度センサ、ホール効果センサ、エンコーダ
センサ、運動センサ、近接センサ等の他の種類のセンサを含むこともできる。ソーナセン
サ３０８およびフォトアイセンサ３０４Ａ－Ｂは、規則的な間隔で、ならびに／または例
えば、手動入力および／または事前にプログラムされたスケジュールに基づいて、充満を
感知することができる。また、ソーナセンサ３０８およびフォトアイセンサ３０４Ａ－Ｂ
は、プリント回路基板（ＰＣＢ）３１６に電気的に接続される。さらに、ソーナセンサ３
０８およびフォトアイセンサ３０４Ａ－Ｂは、貯蔵容器３００の種々の動作を制御するよ
うに構成され得るＰＣＢ３１６によって作動させられ得る。
【００５１】
　ＰＣＢ３１６は、貯蔵容器３００によって果たされる電気的機能を制御することができ
る。ＰＣＢ３１６によって制御される電気的機能は、例えば、モータを作動させることに
よって圧縮を実行すること、規則的またはプログラム可能な間隔でフォトアイセンサ３０
４Ａ－Ｂ等のセンサを使用して容器３００の内側の廃棄物または再利用可能物の体積を感
知すること、容器３００が満杯ではないことを示す色（例えば、緑色）へ／から、容器３
００がほとんど満杯であることを示す色（例えば、黄色）へ／から、容器３００が満杯で
あることを示す色（例えば、赤色）へ／から、規則的および／またはプログラム可能な閾
値で状態ランプ３１８を変化させること、データを収集してデータを別のデバイスに伝送
すること、別のデバイスからデータを受信すること、電力モードを管理すること、電流を
測定および管理すること、診断試験を行うこと、電源を管理すること等を含むことができ
る。Ｈブリッジ３１０は、いずれか一方の方向へ負荷を横断して電圧が印加されることを
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可能にすることができる。ＰＣＢ３１６は、容器３００中のＤＣモータが順方向または逆
方向に作動すること、加速または減速すること、モータに「ブレーキをかける」こと等を
可能にするために、Ｈブリッジ３１０を使用することができる。
【００５２】
　貯蔵容器３００は、サーバまたは遠隔制御デバイス等の他のデバイスにデータを送信し
、およびそこからデータを受信するための伝送器３１２および受信器３１４を含む。した
がって、貯蔵容器３００は、命令、コマンド、統計、警告、通知、ファイル、ソフトウェ
ア、データ等の情報を伝送および受信することができる。伝送器３１２および受信器３１
４は、ＰＣＢ３１６に電気的に接続され得る。このようにして、伝送器３１２は、ＰＣＢ
３１６から他のデバイスにデータを伝送することができ、受信器３１４は、他のデバイス
からデータを受信し、ＰＣＢ３１６による使用のためにデータを渡すことができる。
【００５３】
　状態ランプ３１８は、貯蔵容器３００の状態の指示を提供することができる。例えば、
状態ランプ３１８は、貯蔵容器３００の充満状態を示すことができる。この目的を達成す
るために、状態ランプ３１８は、貯蔵容器３００が満杯である、ほとんど満杯である、満
杯ではない等のときに、それぞれの色またはパターンを表示するように構成され得る。例
えば、状態ランプ３１８は、貯蔵容器３００が満杯であるときに赤色、貯蔵容器３００が
ほとんど満杯であるときに黄色、および貯蔵容器３００が満杯ではないときに緑色に点滅
するように構成され得る。また、状態ランプ３１８は、例えば、ＬＥＤライトであり得る
。
【００５４】
　当業者であれば容易に認識するように、容器３００は、モータ、センサ、バッテリ、ソ
ーラーパネル、ディスプレイ、継電器、充電器、ＧＰＳデバイス、タイマ、ヒューズ、抵
抗器、遠隔制御デバイス、カメラ等の他の構成要素を含むことができる。しかしながら、
明確にするために、容器３００は、これらの構成要素のうちのいくつかを伴わずに図示さ
れている。
【００５５】
　図４は、例示的ネットワークアーキテクチャ４００を図示する。ネットワークアーキテ
クチャ４００は、ネットワークを経由して容器を制御するために使用され得る。具体的に
は、遠隔制御デバイス４０２は、ネットワーク４０４を経由して容器４０６Ａ－Ｆを制御
することができる。ネットワーク４０４は、インターネット等の公衆ネットワークを含む
ことができるが、イントラネット、ホームネットワーク、仮想プライベートネットワーク
（ＶＰＮ）、別個のエンティティ間の共有協調ネットワーク等のプライベートまたは準プ
ライベートネットワークを含むこともできる。実際、ネットワーク４０４は、ローカルエ
リアネットワーク（ＬＡＮ）、仮想ＬＡＮ（ＶＬＡＮ）、企業ネットワーク、広域ネット
ワーク、携帯電話伝送器および受信器、ＷｉＦｉネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）ネットワーク、および事実上あらゆる他の形態のネットワーク等の多くの種類の
ネットワークを含むことができる。
【００５６】
　遠隔制御デバイス４０２は、ネットワーク４０４を経由してデータを容器４０６Ａ－Ｆ
および／または車両４０８、４１０に伝送することができる。例えば、遠隔制御デバイス
４０２は、容器４０６Ａ－Ｆにおけるパラメータ、構成、設定、および／または動作を変
更するために、データを容器４０６Ａ－Ｆに伝送することができる。遠隔制御デバイス４
０２はまた、統計、ソフトウェア、更新、コマンド、命令、入力、要求等の他の情報を容
器４０６Ａ－Ｆに伝送することもできる。また、遠隔制御デバイス４０２は、更新、統計
、および命令等の情報を車両４０８および４１０に伝送することができる。例えば、遠隔
制御デバイス４０２は、容器４０６Ａが満杯であり、収集される必要があることを示すデ
ータを収集車４０８に伝送することができる。
【００５７】
　同様に、容器４０６Ａ－Ｆは、ネットワーク４０４を経由して情報を遠隔制御デバイス
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４０２に伝送することができる。例えば、容器４０６Ａ－Ｆは、容器４０６Ａ－Ｆの状態
の通知を遠隔制御デバイス４０２に伝送することができる。別の例として、容器４０６Ａ
－Ｆは、遠隔制御デバイス４０２からデータを受信した後に、確認応答を遠隔制御デバイ
ス４０４に伝送することができる。容器４０６Ａ－Ｆはまた、ウェブサーバ４１２、マッ
ピングサーバ４１４、データベース４１６、および／またはウェブデータフィード４１８
にデータを伝送することもできる。例えば、容器４０６Ａ－Ｆは、それらの充満状態を測
定し、測定されたデータをデータベース４１６に伝送することができる。容器４０６Ａ－
Ｆはまた、それらの場所、充満状態、容量、収集履歴、収集スケジュール等を、容器４０
６Ａ－Ｆからのデータに基づいて容器４０６Ａ－Ｆのマップおよび／またはリストを生成
するように容器４０６Ａ－Ｆをマッピングすることができるマッピングサーバ４１４に伝
送することもできる。ユーザは、容器４０６Ａ－Ｆの場所および／または状態、例えば、
容器設定の変更、パラメータ、動作、スケジュール、経路、収集手順、エネルギー消費等
を視認するために、マッピングサーバ４１４からのデータにアクセスすることができる。
【００５８】
　遠隔制御デバイス４０２はまた、ウェブサーバ４１２、マッピングサーバ４１４、デー
タベース４１６、および／またはウェブデータフィード４１８からのデータにアクセスし
、ネットワーク４０４を経由してデータをデバイス４２０Ａ－Ｆに伝送することもできる
。次いで、ユーザは、デバイス４２０Ａ－Ｆにおいて遠隔制御デバイス４０２によって伝
送されるデータにアクセスすることができる。ユーザはまた、容器４０６Ａ－Ｆに伝送さ
れるように、データをデバイス４２０Ａ－Ｆから遠隔制御デバイス４０２に伝送すること
もできる。例えば、ユーザは、スマートフォン４２０Ｃから遠隔制御デバイス４０２に、
容器４０６Ａ－Ｆについてのパラメータを変更する要求を伝送することができる。ユーザ
はまた、ラップトップ、デスクトップ、携帯用プレーヤ等の任意の他のネットワークデバ
イスを介して、遠隔制御デバイス４０２と通信することもできる。
【００５９】
　図５は、遠隔制御デバイスを介して容器を制御するための要素の例示的概略図５００を
図示する。遠隔制御デバイス５０２は、遠隔容器において閾値、パラメータ、構成、設定
、動作等を変更するために要素５０６－５２２を使用することができる。例えば、遠隔制
御デバイス５０２は、全データを分析し、アクセス情報５０６、現在の状態情報、履歴チ
ャート情報５１０、グラフ情報５１２、データベース５１４からのデータ、業界基準５１
６、マップ情報５１８、作業命令、および／または目標および水準と対比した個人的結果
に関する情報５２２を制御することができる。当業者であれば容易に認識するように、遠
隔制御デバイス５０２はまた、ユーザ入力、インターネットからの情報、検索エンジンか
らの情報、ウェブデータフィード、プロファイル情報、気象情報、規制等の他の種類の情
報を分析することもできる。
【００６０】
　遠隔制御デバイス５０２は、新しい要素を生成するため、および／または現在の要素を
更新するために、要素５０６－５２２からのデータを使用することができる。例えば、遠
隔制御デバイス５０２は、地域内の１つ以上の容器を表すマップ５１８を更新するために
、現在の状態情報５０８を使用することができる。遠隔制御デバイス５０２はまた、計算
および／または決定を行うために、要素５０６－５２２からのデータを使用することもで
きる。例えば、遠隔制御デバイス５０２は、圧縮が特定の容器で実行されるべきであるか
どうかを決定するために、履歴チャート５１０からの情報を使用することができる。ここ
で、遠隔制御デバイス５０２は、容器からの充満データおよび容量データを分析し、例え
ば、より正確かつ／または精密な決定を得るように、その情報を履歴チャート５１０から
の履歴情報および／または動向で補完することができる。
【００６１】
　遠隔制御デバイス５０２は、要素５０６－５２２から生成されるデータを遠隔容器、遠
隔デバイス、車両、モバイルデバイス、サーバ等に伝送することができる。遠隔制御デバ
イス５０２は、ネットワーク５０４を経由してデータを伝送することができる。ネットワ
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ーク５０４は、インターネット等の公衆ネットワークを含むことができるが、イントラネ
ット、ホームネットワーク、仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）、別個のエンティ
ティ間の共有協調ネットワーク等のプライベートまたは準プライベートネットワークを含
むこともできる。実際、ネットワーク５０４は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）
、仮想ＬＡＮ（ＶＬＡＮ）、企業ネットワーク、広域ネットワーク、携帯電話伝送器およ
び受信器、ＷｉＦｉネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、およ
び事実上あらゆる他の形態のネットワーク等の多くの種類のネットワークを含むことがで
きる。
【００６２】
　図６は、地域の収集マップ６０２の表示６００の例を図示する。表示６００は、容器お
よび／または車両情報を表示するためのマップオプション６０４および／またはリストオ
プション６０６を含むことができる。マップ６０２は、特定の地域内の容器および／また
は車両に関する情報を表示することができる。マップ６０２によって描写される地域は、
マップ６０２によって描写される地域のサイズを変更するように縮小表示および拡大表示
することができる。また、マップ６０２は、地域内の容器６１８を描写することができ、
これは、ユーザが地域内の容器の場所および／または地域内の容器の数量／体積を識別す
ることを可能にすることができる。ユーザは、充満容量、充満状態、電力モード、エネル
ギー消費、収集頻度、圧縮履歴、バッテリ状態、保守情報、容器状態、容器閾値、容器設
定、容器経路、容器収集スケジュール等の容器についての付加的な情報を視認するように
、マップ内の容器を選択することができる。マップ６０２はまた、ユーザが車両および／
または経路の状態をチェックし、車両情報に基づいて任意の再経路指定決定を行うことを
可能にするように、地域内の車両および車両についての任意の情報を描写することもでき
る。
【００６３】
　さらに、マップ６０２は、同一の収集経路、類似収集頻度、類似活動レベル、容器の類
似集中度等の類似特性を有する、収集地域６１２－６１６を識別することができる。例え
ば、マップ６０２は、容器の高度集中を有する収集地域６１２、容器の中程度集中を有す
る収集地域６１４、および容器の低度集中を有する収集地域６１６を識別することができ
る。
【００６４】
　マップ６０２は、現在の状態情報および／または一連の日付からの情報を表示すること
ができる。例えば、マップ６０２は、ユーザが情報を表示するための一連の日付を選択す
ることを可能にするように、日付入力のための領域６０８を有することができる。マップ
６０２はまた、マップ６０２によって描写される情報の時期を迅速に狭小化するための日
付フィルタ６１０Ａ－Ｅを有することもできる。例えば、マップ６０２は、現在の日付か
ら１年遡る情報に基づいてマップを生成するための日付フィルタ６１０Ａを含むことがで
きる。このようにして、ユーザは、マップ６０２によって描写される情報の時期を迅速に
選択することができる。
【００６５】
　マップ６０２は、容器の集合についての情報を表示することができる。ここで、ユーザ
は、例えば、経路上の容器および／または所与の地理内の容器のリアルタイムおよび履歴
情報にアクセスすることができる。マップ６０２はまた、例えば、ごみ箱の充満、行われ
た収集、収集の時間、バッテリ電圧、モータ電流、実行された圧縮サイクルの数および時
間、グラフおよびチャート等を表示することもできる。このデータは、容器および／また
は全車両状態、使用量、および／または動向を査定するために、時間および地理の異なる
区画で視認することができる。マップ６０２は、例えば、ＬＥＤが黄色、赤色、および緑
で点滅していたときに収集されたごみ箱の割合を示す円グラフ、または時間の関数として
これらの割合を示すヒストグラムを示すことができる。これらの統計は、プルダウンメニ
ューおよびシングルクリック特徴を使用して分類され得る。シングルクリックマップ特徴
は、例えば、ユーザが容器を表すマップ上に表示されたドット６１８をクリックした後に
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、特定の容器の概要データが表示される場所である。これは、ユーザが、ディスプレイ６
００からマップ６０２を容易に視認し、それと相互作用することを可能にすることができ
る。
【００６６】
　マップ６０２は、「収集効率」等の計算されたデータを表示するように構成され得、収
集効率は、容器の全容量で除算される容器の利用された容量によって測定される（収集効
率＝利用された容量／全容量）、必要とされる収集と行われた収集との比較である。ユー
ザは、収集を増加または減少させ、地域にわたる総容量を増加または減少させる等のため
に、この情報を使用することができる。ユーザは、経時的な収集効率、車両費用、別の期
間内の車両使用量と対比した１つの期間内の車両使用量の比較、転換率、ごみ箱の中に堆
積させられた物質の数量と対比した再利用箱の中に堆積させられた物質の数量の比較等の
履歴動向を示すために、マップ６０２上のボタンをクリックすることができる。他の統計
は、自動的に生成され得、車両使用量に高度に相関し得るトラックからの二酸化炭素排出
量を含むことができる。労働時間もまた、車両使用量と高度に相関し得るため、マップ６
０２は、車両使用量モニタから生成される情報を使用して、人件費統計を自動的に表示す
ることができる。マップ６０２はまた、容器を新しい位置に移動させる、所与の地域内の
容器の数量を増加または減少させる、そのプログラムされた閾値に基づいて新しいサイズ
の容器を推奨する提案等の提案された変更を全車両に表示し、容器群にサービス提供する
費用の改善をもたらすように構成され得る。
【００６７】
　マップ６０２はまた、動的車両経路指定ならびに圧縮および／または容器管理に使用す
ることもできる。マップ６０２は、ユーザが容器群と収集車群との間でデータを相関させ
ることを可能にすることができる。マップ６０２は、サーバ、１つ以上の容器、ユーザ、
ユーザの車両、外部ウェブサイト、外部データベース等からのデータに基づく情報を描写
することができる。例えば、マップ６０２は、ＧＰＳデータまたは利用可能性データを受
信し、マップ６０２を更新するためにそれを使用することができる。マップ６０２は、ト
ラックの所在、利用可能性、および方向についての情報を受信し、容器のリアルタイムお
よび履歴充満情報についてデータベースに問い合わせを行い、トラックが地域内のより多
いまたはより少ない場所の収集に対応できることを決定することができる。次いで、マッ
プ６０２は、トラックが対応することができる容器場所を表示することができる。ユーザ
は、推奨場所のマップ６０２を視認する、運転方向のリストを見る等を行うことができる
。運転方向のマップは、信号機、交通条件、各経路に沿った平均速度等の他の入力データ
を追加することによって、最適化され得る。
【００６８】
　容器の場所は、例えば、三角測量および／またはＧＰＳを介して決定され得、双方向マ
ッピング特徴を用いてマップ６０２上に配置され得る。また、屋内容器の場所を屋内Ｗｉ
Ｆｉホットスポットから取得することができ、屋内容器をマップ６０２上に配置すること
ができる。職員がタスク（すなわち、トイレを掃除すること）を達成し、施設の内側で移
動すると、職員の場所を追跡することができ、近くの容器の充満および場所をマップ６０
２上にプロットすることができる。ＧＰＳ、Ｗｉｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
等によるものであるかどうかにかかわらず、通信ノード間の三角測量は、マップ６０２上
で容器の場所を特定する働きをすることができ、容器の充満の測定は、時間を節約するた
めに効率的な経路およびスケジュールを作成することができるように、職員またはトラッ
ク運転手に対する作業命令を生成するために使用され得る。
【００６９】
　図７は、ヒートマッピングを伴う地域の収集マップ７００の例を図示する。ユーザのた
めのデータの図式表現を提供するために、ヒートマッピングを使用することができる。ヒ
ートマッピングは、地域の各部分、例えば、街区内の容量のレベルをユーザに示すことが
でき、または地域内の収集頻度を示すために使用され得る。いずれの場合にも、ヒートマ
ップ７００は、異なる色を、複数のエンクロージャからのデータを含む、横断比較データ
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セット内のデータの異なる値と関連付けることによって、生成され得る。ヒートマップは
、比較データセットの図式表現であり得る。いくつかの実施形態では、赤色は、所与の特
性の高い数字と関連付けられ得、橙色、黄色、および青色のような「より冷たい」色は、
所与の特性がより少ない地域を描写するために使用され得る。例えば、５００個の容器に
わたる収集頻度または圧縮頻度を示すヒートマップは、容量の相対尺度である、容量がエ
ンクロージャの集合で不足している地域を決定するために有用であり得る。この場合、最
高頻度の容器に赤色の値を割り当てることができる。各数字を、漸進的により冷たい色に
割り当てることができる。他の実施形態では、赤色値は、平均値または中央値からの偏差
と関連付けられ得、例えば、より暗い赤色は、各標準偏差に対するものである。ヒートマ
ップ７００は、ユーザのウェブページ上の視覚補助として示され得、「障害」が車両およ
び労働効率を制限する領域を色分けすることができる。小さい赤色領域は、地理的に、例
えば、ユーザがわずか１０個の容器をより高い容量の圧縮機と交換した場合、より広い地
域への収集頻度を低減させ、移動時間を節約できることを示すことができる。
【００７０】
　ヒートマップは、所与の期間内の「最多収集」、過度に早く（実際に満杯になる前に）
収集されたごみ箱の数を視覚的に明示することができる「最多緑色収集」、より粒度の細
かいレベルでごみ箱の使用レベルを示すことができる「最多圧縮」、ごみ箱の挿入ドアが
何回開放または利用されるかを表すことができる「最多使用」、ドアが適正に閉鎖されな
かったときを示すことができる「ドア開放警告」の数を視覚的に示すことができる「最多
警告」、どの容器が低電力であるかを視覚的に示すことができる「電圧警告」等を示すデ
ータを含むが、それらに限定されない、データを示すための有用な視覚ツールであり得る
。ヒートマッピングの有用性を実証するために、具体的な測定が本明細書で説明されるが
、本発明の範囲および精神内である、ヒートマップ７００によって表すことができる他の
データのセットが存在する。
【００７１】
　図８は、現在の条件に基づく地域の収集マップ８００の例を図示する。収集マップ８０
０は、現在の状態情報を描写する、図６で描写されるような収集マップの非限定的例を図
示する。
【００７２】
　図９は、収集統計の提示９００の例を図示する。提示９００は、概要提示９０２Ａ、状
態提示９０２Ｂ、レポート９０２Ｃ、警告９０２Ｄ、在庫提示９０２Ｅ、および管理提示
９０２Ｆを表示するためのボタンを含むことができる。提示９００は、容器９０６のグル
ープの充満概要を表示することができ、容器９０６のグループのそれぞれに対する充満レ
ベル９０８および全体積９１０を提示することができる。充満レベル９０８は、特定の充
満値、充満状態を表す充満色、充満率等を有する、グループ内のいくつかの容器に基づい
て提示され得る。図９では、充満レベル９０８は、特定の充満色を示す、グループ９０６
のそれぞれの中の容器の数を図示する。ここで、例えば、緑色は、満杯ではない容器を表
すことができ、黄色は、ほとんど満杯である容器を表すことができ、赤色は、満杯である
容器を表すことができる。充満体積９１０は、ガロン、パーセンテージ等によって表され
得る。
【００７３】
　グループ９０６は、数量、流れ、場所、サイズ、ごみ容器、再利用容器等によって区分
され得る。多くの街では、ごみおよび再利用可能物等の廃棄物の別個の流れを収集するた
めに使用される別個のトラックがある。この理由により、廃棄物の流れに基づいてデータ
を表示するように、提示９００を構成することが有用であり得る。データはまた、この様
式で分割され得、スマートフォン、ハンドヘルドコンピュータ、および／または他のユー
ザデバイス上で異なる方法で表示され得る。加えて、データは、異なるユーザに異なる方
法で表示され得る。例えば、運営の管理者が、「管理者特権」を有することができ、した
がって、システムにおいて特定の容器の場所を変更し、特定の廃棄物収集業者の収集効率
を視認し、ログイン履歴を視認し、かつ／または業界あるいはサブグループ水準を視認す
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ることができる一方で、より低い特権を有する廃棄物収集業者は、例えば、容器の充満を
視認することのみができる。
【００７４】
　いくつかの基本的システム構成要素および概念を開示したが、ここで、本開示は、図１
０および図１１に示される方法実施形態を参照する。明確にするために、本方法は、方法
を実践するように構成される、図１に示されるような例示的システム１００に関して説明
される。本明細書で概説されるステップは、例証的であり、特定のステップを除外、追加
、または修正する組み合わせを含む、それらの任意の組み合わせで実装され得る。
【００７５】
　システム１００は、ネットワークを介してシステム１００と通信するように構成される
貯蔵容器と関連付けられるデータを受信し、データは、貯蔵容器によって伝送される情報
を記憶するサーバから受信され、貯蔵容器は、貯蔵容器によって果たされる動作機能に電
力供給するためのエネルギー貯蔵部を有する（１０００）。貯蔵容器は、例えば、ソーラ
ー式および／またはバッテリ式圧縮機であり得る。次いで、システム１００は、貯蔵容器
の動作機能と関連付けられる貯蔵容器のパラメータを識別し（１００２）、貯蔵容器の修
正された動作をもたらすように、貯蔵容器と関連付けられるデータに基づいてパラメータ
を修正するために、信号を貯蔵容器に伝送する（１００４）。いくつかの実施形態では、
システム１００はまた、ユーザに提示するために、データをユーザと関連付けられるデバ
イスに伝送することもできる。次いで、システム１００は、ユーザと関連付けられるデバ
イスから、貯蔵容器のパラメータを修正する命令を受信することができる。システム１０
０はまた、デバイスからの付加的なデータ、ユーザからの要求、ユーザからの入力、デバ
イスからのコマンド、デバイスからの通知、パラメータ、更新、構成設定、ファイル等を
受信することもできる。
【００７６】
　動作機能は、例えば、内容物を圧縮すること、貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、遠隔制御デバイスと通信すること、サーバと通信
すること、貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度情報を収集す
ること、センサを作動させること、電流を測定すること、貯蔵容器中の物品の移動を検出
すること、バッテリを試験すること、広告ディスプレイに電力供給すること等を含むこと
ができる。また、パラメータは、圧縮タイミング、エネルギー使用量、センサ作動のタイ
ミング、所望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、コマンド、状態更新、エネルギ
ー設定、動作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定、動作電流、圧縮トリガ等を含
むことができる。さらに、修正された動作は、修正された圧縮スケジュール、修正された
圧縮閾値、修正された電力モード、修正された容量、修正された感知タイミング、修正さ
れた通信スケジュール、修正されたモータの動作、動作の作動、動作の終了等を含むこと
ができる。
【００７７】
　パラメータは、データ、ユーザ入力、気象条件、収集スケジュール、収集経路について
のデータ、交通条件、収集車の近接性、時間、日付、場所、容量、充満状態、収集間の経
過時間、圧縮間の経過時間、使用条件、エネルギー使用量、バッテリ条件、統計、物体の
検出された移動、業界基準、履歴データ、予測データ、収集動向、業界標準、リアルタイ
ム情報、ユーザ選好等に基づいて修正され得る。データは、感知データ、統計、動作条件
、デバイス特性、充満状態、デバイス状態、事象についてのデータ、測定、動作について
のデータ、ログ、警告、値、リアルタイム情報、診断、ユーザ入力等を含むことができる
。
【００７８】
　図１１は、第２の方法実施形態を図示する。システム１００は、システム１００と関連
付けられるデータをサーバに伝送し、システム１００は、システム１００によって果たさ
れる動作機能に電力供給するためのエネルギー貯蔵部を有する（１１００）。システム１
００は、例えば、バッテリ式、ソーラー式、および／またはＡＣ電源式圧縮機および／ま
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たは容器であり得る。例えば、システム１００は、図２を参照して上記で説明されるよう
な貯蔵容器であり得る。システム１００は、システム１００と関連付けられるデータに基
づいて、システム１００のパラメータを修正するための信号を受信し、パラメータは、シ
ステム１００の動作機能と関連付けられ、信号は、ネットワークを介して遠隔制御デバイ
スから受信される（１１０２）。次いで、システム１００は、システム１００の修正され
た動作をもたらすように、信号に従ってシステム１００のパラメータを修正する（１１０
４）。
【００７９】
　動作機能は、例えば、内容物を圧縮すること、貯蔵容器の内側の内容物体積を感知する
こと、状態ランプに電力供給すること、遠隔制御デバイスと通信すること、サーバと通信
すること、貯蔵容器に電力供給すること、気象データを収集すること、温度情報を収集す
ること、センサを作動させること、電流を測定すること、貯蔵容器中の物品の移動を検出
すること、バッテリを試験すること、広告ディスプレイに電力供給すること等を含むこと
ができる。また、パラメータは、圧縮タイミング、エネルギー使用量、センサ作動のタイ
ミング、所望の容量、充満閾値、電力モード、充満状態、コマンド、状態更新、エネルギ
ー設定、動作設定、収集タイミング、通信間隔、試験設定、動作電流、圧縮トリガ等を含
むことができる。さらに、修正された動作は、修正された圧縮スケジュール、修正された
圧縮閾値、修正された電力モード、修正された容量、修正された感知タイミング、修正さ
れた通信スケジュール、修正されたモータの動作、動作の作動、動作の終了等を含むこと
ができる。
【００８０】
　パラメータは、データ、ユーザ入力、気象条件、収集スケジュール、収集経路について
のデータ、交通条件、収集車の近接性、時間、日付、場所、容量、充満状態、収集間の経
過時間、圧縮間の経過時間、使用条件、エネルギー使用量、バッテリ条件、統計、物体の
検出された移動、業界基準、履歴データ、予測データ、収集動向、業界標準、リアルタイ
ム情報、ユーザ選好等に基づいて修正され得る。データは、感知データ、統計、動作条件
、デバイス特性、充満状態、デバイス状態、事象についてのデータ、測定、動作について
のデータ、ログ、警告、値、リアルタイム情報、診断、ユーザ入力等を含むことができる
。
【００８１】
　本開示の範囲内の実施形態はまた、有形および／または非一過性のコンピュータ読み取
り可能な記憶媒体を含んでもよく、その記憶媒体は、その上に記憶されたコンピュータ実
行可能な命令またはデータ構造を保持または含むためのものである。そのような有形コン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体は、上記で説明されるような任意の特殊用途プロセッサ
の機能的設計を含む、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされ得る任意の
利用可能な媒体であり得る。限定ではなく一例として、そのような有形コンピュータ読み
取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディス
ク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはコンピュータ
実行可能な命令、データ構造、またはプロセッサチップ設計の形態で所望のプログラムコ
ード手段を担持または記憶するために使用され得る任意の他の媒体を含むことができる。
情報がネットワークまたは別の通信接続（有線、無線、またはそれらの組み合わせのいず
れか一方である）を経由してコンピュータに転送または提供されるとき、コンピュータは
、その接続を相応にコンピュータ読み取り可能な媒体と見なす。したがって、任意のその
ような接続は、相応にコンピュータ読み取り可能な媒体と称される。上記の組み合わせは
また、コンピュータ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８２】
　コンピュータ実行可能な命令は、例えば、汎用コンピュータ、特殊用途コンピュータ、
または特殊用途処理デバイスに、特定の機能または機能群を行わせる命令およびデータを
含む。コンピュータ実行可能な命令はまた、独立型コンピュータまたはネットワーク環境
におけるコンピュータによって実行されるプログラムモジュールも含む。概して、プログ
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チン、プログラム、構成要素、データ構造、オブジェクト、および特殊用途プロセッサの
設計に固有の機能等を含む。コンピュータ実行可能な命令、関連データ構造、およびプロ
グラムモジュールは、本明細書で開示される方法のステップを実行するためのプログラム
コード手段の例を表す。そのような実行可能な命令または関連データ構造の特定のシーケ
ンスは、そのようなステップで説明される機能を実装するための対応する行為の例を表す
。
【００８３】
　本開示の他の実施形態は、パーソナルコンピュータ、ハンドヘルドデバイス、マルチプ
ロセッサシステム、マイクロプロセッサベースまたはプログラム可能消費者電子機器、ネ
ットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、および同等物を含む
、多くの種類のコンピュータシステム構成を用いて、ネットワークコンピューティング環
境で実装されてもよい。実施形態はまた、タスクが通信ネットワークを通して（有線リン
ク、無線リンクによって、またはそれらの組み合わせによってのいずれか一方で）リンク
されるローカルおよび遠隔処理デバイスによって行われる、分散コンピューティング環境
で実装されてもよい。分散コンピューティング環境では、プログラムモジュールは、ロー
カルおよび遠隔メモリ記憶デバイスの両方に位置してもよい。
【００８４】
　上記で説明される種々の実施形態は、例証として提供されるにすぎず、本開示の範囲を
限定すると解釈されるべきではない。本明細書で図示および説明される例示的実施形態お
よび用途に従うことなく、かつ本開示の精神および範囲から逸脱することなく、種々の修
正および構成が、本明細書で説明される原理に行われてもよい。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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